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入試の募集人員は「地域枠」20 人、「特別枠」15 人の 2
枠 35 名、また一般入試は前期日程入試のみであり、募













2 段階選抜においてはセンター試験成績を 700 点に圧
縮、個別学力試験は英語、数学、理科の各教科 200 点
満点、面接試験 100 点満点、総得点 1400 点満点で合否
を決定する。
平成 29 年度の入試結果は、出願者は 368 人で第 1 段
階選抜は行われなかった。このうち第 2 段階選抜受験
者は 324 人であり合格者は 75 人であったが、入学辞
退者が 1 人あったため 1 人の追加合格者があった。こ
の結果を道内外別に分けると、出願者は道内 243 人に
対して道外 125 人、第 2 段階選抜受験者は道内 207 人
に対して道外 117 人、合格者は道内 55 人に対して道外











具体的には、問 1 が 3 問から成る小問集合であり、各
小問の内容は、数学 B ベクトル、数学Ⅲ積分、数学 A
整数の性質に関する問題であった。以下、問 2 は数学




















80％の 2 つの正規分布から成る混合分布かつ 2 つの
分布の平均が極力離れている（あるいは分散が小さく
なっている）状況であれば、誤判別確率は低くなると考





る。2019 年度入試においては、例年通り 4 つの大問が
出題された。このうち問 1 は小問集合により構成され
ているが、全体で一つの大問と見做す。図 2 は 4 つの
大問の得点率に関するペアワイズ・プロット（Becker, 
Chambers and Wilks, 1988）である。対角成分は各グラ
フの軸を表すラベルおよびヒストグラムを表す。それ
以外は、4 つの大問全ての組み合わせに関する散布図
を表す。例えば 1 行 2 列の散布図は、横軸を問 2、縦軸
を問 1 に設定した際の散布図である。更に散布図の傾
向を表す曲線も重ねて描かれているが、この曲線は統









際に 4 つの大問間の相関係数を算出した結果を表 1 に
示す。全ての相関係数は 0.2 から 0.4 の範囲であり、こ
れらは正の相関であるが決して強い相関ではないこと
を意味している。尚、相関の有無について検定を行っ
































問１ 0.340 0.306 0.401
問２ - 0.234 0.221






















では 26.6% に対して道外高校出身では 17.1% という結
果であった。また新卒既卒別の、それぞれの合格率は、
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推定量 標準誤差 p値
浪人年数 -0.186 0.076   0.015
数学点数  0.064 0.008 <0.001
道内外 -0.727 0.374   0.052
（切片） -6.619 0.802 <0.001
推定量 標準誤差 p値
性別  -15.43 4.422 <0.001
（切片） 83.585 2.197 <0.001
表 3　ロジスティック回帰 
ベストモデルにおける推定結果
表 4　重回帰ベストモデルにおける推定結果
図 3　数学得点率の男女比較

